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 今週末には「創立 50周年記念式典・文化祭」があり

ます。たくさんの方から支援していただきながらきま

した。楽しみです。たくさんの方とつながったからこそ、

米作りができ、おもてなし弁当ができ、歌も教えていた

だき、たくさんの方から祝ってもらえます。まさに、人

とのつながりが生んだ創立 50周年記念です。 

 そして、11月は、「いじめ見逃しゼロ強調月間」10月

までは、どの学校も陸上や文化祭、音楽発表会など、1

年間で最も忙しく、最も充実する時期です。しかし、逆

にその大きな行事、目標をもって頑張ってきたことが

終わった時に子どもたちの心に変化が出てきます。つまり、目標をもてない子、目標を見失

う子、燃え尽きてしまう子など…。そうすると、子どもたちの心が不安定になりがちです。

また、自分の安定を保つために人とのかかわりの中で、相手をいじめて、自分の気持ちの安

定化を図ることもあるようです。だから、11月は、いじめ防止、いじめ見逃しゼロの強調月

間となります。 

 いじめは、「しない、させない、許さない」これが合言葉です。皆だれもがいけないこと

と知りながら、しかし、どの学校でもありうることです。さらに、現在、インターネット、

SNS、LINE等によるいじめが深刻化しています。人との接触なしに、相手を傷つけ、その辛

らつな言葉や映像、画像が命をも失わせることの重大性が分からないでいるのです。 

 だからこそ、私たち大人が子どもとどうかかわり、子ども同士がどうつながっていけばよ

いか考えなくてはなりません。ある家庭教育講座での話です。 

 

子どもは、自分の感情をしっかりと受け止めて共感してもらえた体験をもっていると、感情のコ

 

 

 

教育目標  学び続ける子 互いに認め合う子 健やかに育つ子 

人とのつながりを感じよう 

 そして 人とかかわろう 

～11 月はいじめ見逃しゼロ強調月間～  

 

 

校長 西條 敏一 

３、４年 道徳授業 話合い 



ントロールができるようになる。親は、子どもの感情＜嬉しい、悲しい、怖い、怒りなど＞をしっか

り受け止めて、待つことが大切である。 

親に依存し十分に甘えた子どもは、安心・安定したやる気と意欲をもち、自立に向かう。自立は、

時に反抗することにつながるが、甘えと反抗を繰り返すことで心が成長する。感情のコントロール

ができるようになるために、次のことが必要である。 

・乳幼児期に親の愛情に浸り、甘えることが必要である。愛着形成が人格形成の根っこの部分にな

る。 

・早寝、早起き、おいしい朝ご飯が必要である。おいしいとは、タンパク質のおかずがあるというこ

と。 

・自己肯定感を獲得することが必要である。それは、自分の好きなところと嫌いなところを、自分で

受け入れていることである。 

・我慢ができることが必要である。子どものわがままに対して、だめなことはだめ！と覚悟をもっ

た家庭生活であること。子どもは絶対に見捨てない、信頼できる他者の存在が安定することにつ

ながる。 

 

 大人や子ども同士が、信頼関係を形作るには、直接の言葉、温かい言葉、正しいことは正

しいといえる関係、君を待っている、君を信じているといった温かい関係が必要です。つま

り、人との温かいかかわりがいじめ防止につながります。地域、保護者、学校がいじめ防止

に深くかかわることがいじめゼロにつながります。 

 

 

 

 

10 月 28 日（日）の創立 50 周年記念式典・文化祭に向けて

着々と準備が進んでいます。これまで、５、６年生を中心に「お

もてなし弁当」の制作をしてきました。9月 21日（金）に５、

６年生が借りていた大洞地区の田んぼで稲刈り体験を行いま

した。また、主食である栗ご飯を完成させるため、9 月 25 日

に仙納の伊藤さんのお宅へ行き、栗拾いをさせていただきま

した。そして、３、４年生は、弁当に添えるリーフレットを制

作しました。１、２年生は、おもてなし弁当に彩りを添えるた

め秋野菜を育てています。 

  

 

 

10月 10日（水）天候は曇り、無風、気温 20度程度。絶好のコンディションの中、恒例の

校内マラソン大会を実施しました。これまで、体育や休み時間、家に帰ってからなど、様々

な場所で練習を積んできた子どもたち。今年は、距離が長くなりました。今年の１位の記録



が新記録として残ります。マラソンが苦手な子どもたちもいますが、走り終えた子どもたち

の「やったー、タイム上がった。」「だめだった。」など様々な達成感を聞くと、学校には必

要な行事だと感じます。「苦しいことの先に何かがある。がんばった先に何かを感じる。」様々

な思いを感じるとこができました。 

 

 

 

  

保護者の小島さんと竹田さんからは全レースの前走と後走をしていただき、走りのペース

を作っていただきました。また、須崎さんからは、500ｍ地点での見守りをしていただきま

した。応援してくださった保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

  

 

 

９月 12 日（木）には、６年生と４名の５年生が糸魚川市小学校親善陸上大会に出場しま

した。また、記録を突破した代表の子どもたちが、上越地区陸上選手権大会に出場しました。

夏休みから頑張ってきた陸上練習の成果を十分に発揮し、たくさんの子どもが自己ベストを

更新していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 1000ｍ KS ４分 49秒   ２年 1000ｍ NK  ３分 42秒 

３年 1500ｍ  HA ６分 33秒   ４年 1500ｍ IY   ６分 20秒 

５年 2000ｍ NY  ７分 18秒   ６年 2000ｍ KS ８分 37秒 

★糸魚川市小学校親善陸上大会結果 

女子 100ｍ ２位 KH  14秒 8 

男子 200ｍ ８位 KS 32秒 11 

男子 1500ｍ ５位 NY 5分 28秒 53 

女子 4×100ｍリレー  ８位  1分 04秒 06 

     IH、UM、DT、KH 

 

☆上越地区陸上選手権大会 

6年女子 100ｍ  KH  15秒 44 

6年男子 200ｍ  KS 32秒 60 

5年男子 1500ｍ ９位 NY 5分 22秒 13 

 



 

 

 

９月 19 日（水）の午後、学校保健委員会を開催しました。今年は、メディアとのかかわ

りから自分の健康を考えてほしいと思い、昨年度ＰＴＡ学習会でお話をお聞きした、上越教

育大学から田邊特任准教授から来てもらい、御講話をいただきました 

 内容は、事前にとった磯部小学校への全児童の実態アンケートを基にしたメディアとのか

かわり方でした。 

 事前のアンケート結果をもとに、磯部小学校の児童の実態に即したお話をいただきました。

児童は自分のこととして話を聞くことができました。そして、これからどのようにメディア

とかかわっていけばよいかを考えて振り返りをすることができました。 

 

☆田邊先生のお話より☆ 

 ゲーム脳になると前頭葉が動かず、血流が下がります。血

流が下がるということは、脳の動きが悪くなり、学習効果が

低下します。また、ネット利用のしわ寄せは、眠る時間が少

なくなる【体の健康】、勉強時間が少なくなる【頭の健康】、 

テレビ、読書、家族団らんの時間がなくなる【心の健康】に

影響が出ます。 

・学年によって差はあるものの、メディアとの接触時間が多

いほど危険である。とくに平日２時間以上の接触は避け、本を読んだり、スポーツをした

り、人とかかわったりする本物との接触、かかわりが脳を元気にする。 

・これからの社会は情報メディアとは切っても切れない状況である。だからこそ、健康を考

え、自らコントロールする術を学んでほしい。小学生は、まず、親子で「ルール決め」か

ら始めてほしい。 

話合いの場をぜひ設けて、ルールを作り、正しいメディア環境を作っていくことが大切で

す。それが大人のつとめと感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈保護者アンケートより〉 

・子どもに押しつけるのではなく、互いに約束させることが大切

だと感じました。 

・子ども任せではだめだということを感じました。メディアはよ

くないと思っていても、どういう理由でよくないのか分からな

いので今日のようなお話は大事だと感じました。 

・まずは、親である自分からメディアの付き合い方について見つ

め直したいと思いました。 

・見たいテレビ番組があるから夕食も一緒に食べていない子ども

と、もう一度、夕食時の家族の会話も大切だということを話し

合っていきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６年生 

「わたしたちにできること～合い言葉はトリプル C Challenge Change Catch」 

○お米の完成 

 大洞地区の横山さんと山崎さんが、お米を精米し 

て届けてくださいました。83ｋｇの玄米が 75㎏の 

白米になりました。袋を覗くと、白い新米から良い 

香りがしてきました。１俵以上の大収穫に驚いてい 

ます。お弁当に使ってもらうお米以上の量が収穫で 

きました。 

○創立５０周年記念弁当の完成に向けて 

 おもてなし弁当の栗ご飯にのせる「５０」の海苔 

の形を、板海苔から切ります。弁当箱を飾るラベル 

も作成しています。 

 

３・４年生 

「磯部のはてまで行ってＱ～磯部検定を作ろう～」 

○百川探検 

 百川区長の小林さんから、準備していただいた絵を見せていただきながら、百川の

名所等のお話をお聞きすることができました。実際に日吉神社やその上にある鳥居、

百川小学校跡地、高台からの景色を見ることで百川のよさに気付くことができまし

た。また、百川のよさだけでなく「子どもの数が減ってきているので行事ができなく

なっている」という現状を教えていただいたことで、自分たちができることは何かを

考えていました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１１月の主な行事予定 

１(木)市小中音楽発表会 

２(金)クラブ 

３(土)文化の日 

８(木)歯科検診 

９(金)委員会 

１０(土)児童生徒図工美術作品展 

(12 日まで、青海総合文化会館にて) 

１３(火)ＰＴＡ学習会 13:00～15:30 

    「みんなの防災」 

    親子で防災について学ぶ機会です。 

全員参加でお願いします。 

１・２年生 

「みつけよう！楽しもう！たんぽぽ・げんきたんけんたい」 

○野菜を守れ！ 

「５０周年記念おもてなし弁当」に、畑で育てているダイコン、サツマイモ、パ

セリを使っていただけることになりました。特にダイコンは、どれだけ大きくなる

かわかりませんが、みんなで、間引きをしたり、葉っぱに大きな穴をあけてしまう

虫を１匹ずつ見つけ退治したりしています。 

○年長さんとの交流会 

 １０月２日、年長さんとの交流会をしました。 

この交流会は、１年生が年長さんの先輩として企 

画運営するものだったので、今回２年生はサポー 

トにまわりました。「なにをしようか。」の話し合 

いのときには、２年生が経験者として年長さんの 

ことを考え、１年生にアドバイスしていました。 

年長さんと保育園でしていた遊びや「学校紹介」 

をしました。１年生が役割分担をして進め、楽し 

い時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

１４(水)児童朝会 

１５(木)移行学級（就学時健診） 

１６(金)委員会 

    ジオパーク学習交流会 

(3・4 年参加、ビーチホールまがたま) 

２３(金)勤労感謝の日 

２７(火)いのち・愛・人権糸魚川展 

(5・6 年参加、市民会館) 

２８(水)発表朝会 

２９(木)ＰＴＡ委員会 

３０(金)いじめ見逃しゼロスクール 

集会(6 年参加、能生中学校) 

 

 
★お知らせ★ 学校の情報をどんどん更新しています。ぜひご覧ください。 

URL    http://www.itoigawa.ed.jp/isobesho/otayori/ 

太字にした部分がこれまでの URLと変わっています。古い情報しか見られない方は確認して

ください。 

http://www.itoigawa.ed.jp/isobesho/otayori/

